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平成１３年４月１０日、本学大講堂で静岡県立

大学入学式が行われた。石川県知事を始め、多数

の来賓の出席のもと、５学部５４９名の新入生を

前に廣部学長が式辞を述べた。

また入学生を代表して、食品栄養科学部、長澤

綾香さんが誓いのことばを述べた。

――＊―――＊―――＊―――＊―――＊――

本日ここに、石川静岡県知事、芦川県議会副議

長をはじめ、ご来賓の方々、また多数のご父兄の

ご臨席を賜り、盛大に平成13年度静岡県立大学入

学式を挙行出来ますことは､ 誠に慶ばしい限りで

あり、関係者一同心から御礼を申し上げる次第で

す。

まず最初に、念願かない、記念すべき21世紀最

初の年に､ 本学への入学を果たされた、５学部、

５４９名の皆さんに対し、大学を代表し、心から

のお祝いと歓迎の意を表したいと思います。また

これまで長い間、ご師弟を慈しみ、支えてこられ

たご家族の皆様に対しましても心からの敬意とお

祝いを申し上げたいと存じます。

本学は、昭和62年、静岡薬科大学、静岡女子大

学、静岡女子短期大学の県立３大学を改組統合、

あわせて新学部を増設し、発足したもので、現在

５学部８学科、大学院５研究科、付属研究所、研

究施設および短期大学部を擁する総合大学であり

ます。部局構成も、国際関係学部、経営情報学部、

薬学部、食品栄養科学部、看護学部、医療・福祉

系の短期大学部、環境科学研究所、というように、

国際化、情報化、高齢化、環境問題という、21世

紀における最重要課題を展望しつつ､ 新しい時代

を支える有為な人材の育成を目標として設立され

た点で、先見性のある、わが国の中でもユニーク

な公立大学であると考えております。

しかし我が国も、本格的な少子化時代の到来を

目前にし、長引く経済不況ともあいまって、国公

私立を問わず、すべての大学を取り巻く諸状況は、

現在さらに厳しさを増してきており、その存在を

かけた抜本的な意識改革が求められております。

本学も新世紀を迎えた本年は創立15周年目に当

たりますが､ あらためて建学の精神を想起すると

ともに、時代の変化をも十分視野に入れながら､

社会の要請に応えうるよう新たな転換を図る必要

があります｡ 20世紀における我が国の伝統的な学

問体系や教育・研究体制が、急速に進展する国際

競争社会の中で、十分機能し得なくなっているこ

とと、成熟した学問や、教育・研究の成果を社会

に積極的に還元することへの要望がさらに高まっ

て来ていることも背景にありますが、これまでの

ように“真理の探究”“学問の自由”という錦の

御旗のもとに、象牙の塔に安住している時代では

なくなり、社会に貢献する、開かれた大学として

の存在意義が問われる時代になって来ているから

であります。

本学もそのような認識のもとに、厳しい経済状

況の中ではありますが、現在積極的な施策を講じ

ているところであります。すなわち高度医療の進

展など社会のさらなるニーズに対応するため、大
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学院看護学研究科を新設し、本年４月にその第一

期生が入学することになりました。また本年4月

より食品栄養科学部が管理栄養士養成施設として

指定され､ 新研究棟の増設など環境の整備がはか

られております。

また大学院経営情報学研究科では社会人を対象

としたビジネス講座を県東部地区（沼津市）に開

設し、地域のニーズに応えるための準備を進めて

おります。

一方、学問領域が益々細分化、学際化する中で、

教育内容の充実・拡大をはかる目的で、本学の学

部間、大学院研究科の専攻間の単位互換制度を設

ける一方で、地域大学間の研究・教育の連携も強

化すべく、従来の静岡大学に加えて、静岡産業大

学との間の単位互換制度も新年度からスタートさ

せることといたしました。それぞれの大学の独自

性を発揮する一方で、地域の大学、試験研究機関、

医療機関、民間企業などとの活発な交流が今後ま

すます重要になって来るものと考えております。

さて、このように急速に変わりつつある社会と

大学の状況の中で、今日入学された皆さんは、明

確な目的意識をもって、自らの意思で、それぞれ

の学部を選択したものと確信しておりますが、こ

れからの講義等の中で、それぞれの設置目的や理

念がどのような関わりをもって示されるのかを意

識しつつ、積極的に学び取る姿勢が必要でありま

す。また教育する側もそれに応える責任がありま

す。

先日の新聞報道の中で、某有名国立大学の授業

の３割が意味がなかったとの学生のアンケート結

果が示されておりました。しかしその内容を吟味

してみると、目的意識のはっきりしない学生ほど

授業に対する不満が多いというものでした。漫然

と聴いていても興味をそそり、理解出来るような

講義は、大学には、まず存在しないと知るべきで

あります。これは教師の授業に対する熱意と工夫

以前の問題であります。私もかつて大学に入学し

た当初、授業はさっぱり理解出来ませんでしたが、

さすがに大学は高校とは格が違うと妙に感動し、

それからは毎朝最前列に席をとり、決して授業が

うまいとは思えない教授の講義を真剣に聴き、理

解出来るまで徹底的に質問をし、図書館で周辺知

識を補充し、復習を繰り返すことで本当の意味が

理解できたような気がいたしました。その時はじ

めて学問の真髄に触れたような気がして感動した

ことを覚えております。授業に意味があるかどう

かは、多分にそれを受ける側の姿勢に依存するの

ではないでしょうか。勿論学生をその気にさせる

教師の熱意と人格的影響が大切であることは言う

までもありませんが、講義室が教師と学生との緊

張感あふれる真剣勝負の場であるという意識が双

方に必要であると思います。

最近産業界から大学に対してなされた要望書に

よりますと、現在産業界が求めている人材は、基

礎的知識・教養があり、語学力、パソコン操作に

長け、人柄が良く、学ぼうという姿勢を持った、

やる気溢れる人物とのことであります。いささか

理想像を求め過ぎている憾がありますが、注目す

べきことは、即戦力として役に立つ人材を求める

ようになったという点にあると思います。かつて

いわゆるバブルの時代には、人柄が良く、やる気

があって、健康な人材ならば専門は問わない。教

育は企業で行うといっていたのが、現在では、大

学で何を専門に学び、どんな知識と技能を身につ

け、どのように役立ってくれるのかという期待に

転換したと言えると思います。ある意味で、大学

さえ出ればという目的意識のない学生を量産する

背景にもなっていた、かつての時代感覚から、少

子化に向かうこれからの時代は、実力のある少数

精鋭主義へと社会の価値観が変わって行く前兆と

見るべきであろうと思います。

21世紀初頭における社会状況は、益々多様化し、
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豊かな未来を拓く原動力となるべき学術研究も、

深く細分化される一方で、学際化、総合化の方向

にも大きく展開して行くものと思われます。高度

な課題探求能力、問題解決型の人材が、今広く社

会から求められておりますが、そのような能力は、

どのようにして涵養されるのでしょうか。私は学

んだ知識をいかに活用できるか、何かに役立てよ

うと常に思い巡らす知的好奇心と豊かな発想力を

持ち得るかということにあると思います。そのた

めには知識は多様かつ多いほど良く、それを活用

しようとする姿勢があれば、本当の生きた知識と

して身につき、発想の原動力となるからでありま

す。学ぶ量を減らし、基礎的知識も少なくしよう

とする現在の世の中の趨勢には首を傾げざるを得

ません。いかに発想力の豊かな人間でも、知らな

いことから新しい発想など生まれようがないから

であります。無から有は生じないのであります。

皆さんのように若くて頭脳の柔軟な時期こそ、む

しろ吸収出来るものはなんでも吸収しておくべき

であると思います。“ゆとり”とは、必ずしも時

間的な問題ではなく、発想に“遊び”が持てるか

どうかという内面的なものであると私は考えま

す。

大学では、専門教育に入る前の導入教育として、

いわゆる教養教育が行われます。本学でも全学共

通科目として［人間と文化］［人間と社会］［人間

と自然］というテーマのもとに、全学部の教員が

協力して行っているもので、自身の目指す専門領

域以外の分野の知識や考え方を学ぶことで、視野

を広め、教養を高めることを目的としております。

広く知識を身につけることの意味については先ほ

ど述べた通りでありますが、一方で、これは昨年

の入学式でも申し上げた事ですが、私はこの時期、

学問とは何か。それは自分にとって将来どういう

意味を持つのかなどを、専門分野を越えて共通す

る事柄を出来るだけ広く、かつ、その本質を学ん

でおくことが重要であると考えております。現在

大学における教養教育のあり方をめぐって、その

見直し論議が盛んでありますが、私は例えば歴史

観に基づく考察力、人としての生き方などを深く

思索する心を養うためにも、歴史学、倫理学、哲

学、社会学など体系化された学問について、その

入門書を難解であっても、じっくりと読むことを

皆さんに勧めたいと思います。とくに新しい21世

紀の進展する方向を予測する際に、過去の歴史を

振り返ってみることが極めて重要であると思うか

らです。過去の様々な“発展と挫折”の歴史は、

世界的な視野で見れば、必ずどこかに類似したモ

デルがあることに気づくはずです。歴史は繰り返

す・・・同じ過ちを繰り返さぬことが人類の英知

であると思うからです。そして様々な問題につい

て、自身のしっかりとした考え方を持ち、それを

自分の言葉で人に語れるようであって欲しいと思

います。その一方で自分の殻の中に閉じこもるこ

となく、多くの社会との接点を持つことによって、

様々な人々の考え方や生き方を知ることにも努

め、他を理解し、許容できるスケールの大きな人

間として成長して欲しいと思います。真の教養と

はそのような滲み出るような全人格的な素養を指

すもので、生涯をかけて涵養されるべきものと考

えます。

次に、本学は創立以来、国際交流を標榜し、世

界各国の大学、研究所などと交流協定を結び、教

員、学生の相互交流などを行う一方、多くの留学

生を正規に受け入れております。本年も学部、大

学院あわせて７ケ国２２名の皆さんが入学をいた

しました。現在、本学に学ぶ留学生は、新入生を

含め１２ケ国、約８０名に及んでおります。日本

の象徴である美しい富士山を目の当たりに仰ぎ、

しかも日本で最も快適な気候の静岡での充実した
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留学生活を送って頂きたいと、心から願っており

ますが、異国の地での生活や勉学の面で、当初は

不安や困難を感ずることも少なくないと思いま

す。大学としても出来うる限りの支援が出来るよ

う留学生委員会やアドバイザー制度を設ける一

方、［国際交流談話室］を設置し、留学生とその

他の学生、教職員との自由で円滑な交流が出来る

ように心掛けております。一方で留学生に対し理

解の深い、地域の人々や奨学制度をもつ企業や団

体も支援の手を差し伸べて下さっておりますの

で、留学生の皆さんも遠慮なく相談にお出で頂き

たいと思います。 また留学生の皆さんに期待し

たいことは、異国の地では、不自由であっても、

出来るだけその国の言語、文化、習慣に慣れるよ

う努力することと、自国の殻の中だけに閉じこも

らず、多くの日本人や他国の留学生などとも接し、

多くの事を吸収して頂きたいということでありま

す。また日本の学生の皆さんも留学生の皆さんと

積極的に交わり、支援することなどを通じて、異

文化を理解し、国際感覚を磨く絶好の機会として

頂きたいと思います。

新しい世紀の最初の入学者である皆さんは、こ

の大きな節目の時期に巡り合わせた者として、そ

れぞれの感慨と決意、さらには大きな期待を胸に

抱いておられることと思いますが、私はこの21世

紀を［知と心の世紀］と定義したいと思います。

それは国際化、情報化、少子高齢化がさらに進

む新しい時代の中で、さらに高度化するであろう

科学技術、医療技術の進歩や、人々の価値観の変

化は、大きな［知の再構築］をもたらす筈です。

一方で20世紀において、物質的な豊かさを追求す

るあまり、失われた人間性の復活も大きな課題と

なっております。無限の可能性を求めて拡大する

一方の［知的欲求］と、人間の本質に根差した

［心の問題］のように、変わっても良いものと、

変わってはならないものとの、ある意味で異なっ

た方向性を持った事柄を巧みに調和させて行くこ

とが今世紀の大きな課題であると思うからであり

ます。今ＩＴ革命の時代といわれ、情報通信技術

のもたらす利便性、効率性は、将来の労働形態も、

生活様式も、研究・教育の在り方までも大きく変

化させることと思います。これらの恩恵は大いに

享受すべきでありますが、一方で、ただそれに流

されることなく、人間同士のスキンシップの大切

さや、額に汗して働く尊さと、その中に喜びや生

き甲斐を感ずることの出来る人間的感性を忘れな

いようにして頂きたいと思います。

記念すべき年に、入学を果たされた皆さんは、

新しい時代の担い手として、社会からも大きな期

待が寄せられております。これからの大学生活を

通して、豊かな知識を身につけ、さらにはそれを

活用できる豊かな発想力を養う一方で、未知なる

ものへの飽くなき探求心と、未来に対する壮大な

る夢とビジョンを画けるゆとりある心も持ちたい

ものであります。［知と心］のバランスのとれた

有為な人材として、社会の付託に応えうるよう、

日々研鑽に努めて頂くことを心から念願する次第

です。

皆さんがこれからの４年間、生き生きとして、

実りある学生生活を送り、本学に学んだことに誇

りと喜びをもって卒業出来ることを心から願いつ

つ、皆さんへの歓迎の辞といたします。
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やわらかな春の日差しが降りそそぐこの佳き日

に、私たちは憧れの静岡県立大学に入学すること

ができました。本日は、私たち新入生のために、

このような盛大な入学式を執り行っていただき、

誠にありがとうございます。

また、ただ今は、学長先生を始め御来賓の皆様

方からの温かい激励とお祝いのお言葉をいただ

き、新入生一同大変感激しております。心から御

礼申し上げますとともに、この感激を胸に、志を

高く勉学に励んでまいりたいと存じます。

私達が生活する今の日本は、経済的にも、物質

的にも大変恵まれており、私達が望むものは大概

手に入るなど、世界的にも稀な「豊かな国」とい

っても過言ではありません。

例えば、「食」ひとつ取り上げてみましても、

食糧自給率の低い日本が、諸外国からありとあら

ゆる食料を輸入し、そして食べ残し、廃棄してい

ますが、一方では世界中で毎日四万人の人々が、

飢餓と戦う苦しみの中で亡くなっているいう現実

があります。

また、日本人の一見豊かで、満足感の高い「食

生活」が、実は高カロリー、高タンパクであって、

肥満や生活習慣病の最大の要因となっており、私

達が「偏った豊かさ」の中で生活をしていること

は、否定できない事実であります。

私達は、「豊か」さと引き替えに、「食」への感

謝の気持ちを忘れ、更には「ゆとり」や「絆」と

いった、多くの人が、本当は心から欲しているは

ずの精神的な真の豊かさを、どこかに置き去りに

してきてしまったような気がしてなりません。

このことが、私が静岡県立大学食品栄養科学部

を選択した理由でもありますが、本日入学を許可

されました五五０名の者は、薬学、食品栄養科学、

国際関係学、経営情報学、看護学とめざす専門は

それぞれ異なりますが、２１世紀という新たな時

代を支える原動力となるため、日々精進努力して

まいりたいと考えております。

新しい出発をするということは、希望で一杯の

反面不安もあります。しかし、本日、新しい一歩

を踏み出すことにより、今まで知ることのできな

かった世界や新たな自分を発見する機会にも恵ま

れ、両親を始めこれまで支えてくださった方達へ

の感謝の気持ちを再確認するのではないかと思わ

れます。

これからの４年間を大切に、勉学や課外活動等

を通じ、今後、ますます進展する科学技術や国際

社会の発展に大いに貢献できるよう、それぞれの

専門性を高めつつ、自分自身の礎を築いてまいり

たいと思っています。

とは申しましても、私達はまだまだ未熟です。

勉学の仕方一つとっても予想がつかないというの

が、正直なところです。そうした私達を、学長先

生を始め諸先生方、諸先輩方には、厳しくご指導

下さるようお願い申し上げますとともに、今日の

感激を糧に、日々研鑽してまいりますことを改め

て決意し、誓いの言葉とさせていただきます。

誓いの言葉
新入生代表　食品栄養科学部栄養学科　長澤　綾香
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本日ここに、平成13年度　静岡県立大学・大学

院の入学式を挙行するにあたり、激励の言葉と、

これからの研究生活について、若干の感想と希望

を申し上げたいと思います。

まず本年度大学院に入学を許可された５研究科

合計１７２名の皆さんに対し､心からのお祝いと

歓迎の意を表したいと思います。特に本年は新た

に設置された看護学研究科修士課程に８名の一期

生が入学されました。期待を込めて、あらためて

お祝いを申し上げる次第です。

皆さんは、大学の学部教育を経て、さらに高度

で、より専門的な知識、技術・技能を学ぶ一方で、

研究の蘊奥を極めるべく、大学院に入学された訳

であります。

新しい世紀を迎え､ 現在わが国の社会状況は

益々複雑多様化し、混迷の度を深くしております

が、確実に予測されることは、国際化、情報化、

高齢化といった時代背景の大きな変化に加え、科

学技術、医療技術などが、さらに飛躍的な進歩を

するであろう････ということであります。その一

端を担うべき大学、大学院などの高等教育・研究

機関は、それぞれの教育・研究の質を格段に高め

るとともに、人材育成に対する社会の多様な要請

に適切に対処する必要があります。

特にこれからの大学院に求められることとし

て、文部科学省は、◎学術研究の高度化と、優れ

た研究者の養成機能の強化、◎高度専門職業人の

養成機能と、社会人の再学習機能の強化、◎教育

研究を通じての国際貢献の３点をあげておりま

す。

すなわち、大学院では、それぞれの専門分野で、

高度な研究者とともに、高度な職能人を育成する

ことが、課せられた大きな使命の一つであるとい

えます。それぞれの専門領域の知識や技術は、ま

すます深く、かつ拡大の一途をたどっており、こ

れら先端的知識や高度な技術を習得するために

は、大学院においても教育の比重を高めることが、

少なくとも修士課程においては必要になっており

ます。しかし大学院では、ただ単に既成の高度な

専門知識や技術を習得するだけでなく、それを有

機的に結び付け、応用的展開がはかれるような研

究者的能力を身につけることが重要であると考え

ます。そこが学部教育と根本的に違うところであ

り、この点については、理系も文系も基本的には

同じであると思います。

次に大学院に求められている今一つの大きな使

命は、学術研究の高度化とそれらを通じて､ 優れ

た研究者を育成することにあり、博士課程に進学

する皆さんは、将来独立した研究者として、その

一翼を担うことが期待されていると言えます。20

世紀における科学技術の著しい進歩は、新しい21

世紀の発展の姿を的確に予測することを困難にし

ておりますが､ 間違いなく言えると思うことは、

これまでの知識偏重の専門の細分化、深化の方向

から、学際化、総合化の方向に大きく転換するで

大学院　入学式式辞
静岡県立大学学長　廣部　雅昭
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あろうということであります。それは成熟した研

究の成果を地球社会のために役立てるべきである

という世界的要請が背景にあるからであります。

大学あるいは大学院における研究は、本来基礎

研究に重点がおかれるべきでありますが、その成

果を社会に役立つように分かりやすく発信するこ

とが今後強く求められると思います。基礎研究も

画期的応用研究に結びついてこそ、光り輝く価値

ある存在として評価されるということを大学の研

究者も認識すべきであると思います。

昨年白川英樹筑波大名誉教授にノーベル化学賞

が授与されたことは、我が国科学界に嬉しい衝撃

を与えました。私も「これは快挙だ」と思わず興

奮いたしましたが、それは、ほとんど学界でも無

名に近かった人が、しかも研究費に恵まれない環

境の中で、数十年も前に行った研究が評価された

ことと、若い未熟な研究者が失敗した実験結果か

ら閃いたという、鋭い研究者ならではの洞察力と

発想力に感動し、かつ共感を覚えたからでありま

す。これから研究者の道を進む皆さんにとっても、

とくに実験科学の分野では、このような体験は少

なくない筈であります。すぐれた研究のシーズは

意外なところにもあるということと、ノーベル賞

を身近に感じさせてくれた点で白川博士の功績は

非常に大きいと思います。しかし見逃してはなら

ないのは、このような素晴らしい基礎研究も、導

電性プラスチックという現代の情報通信技術に欠

かせない汎用性素材へと応用されたからこそ脚光

を浴びたのであり、その域にまで研究を高めた米

国の２名の共同受賞者の存在があってのことであ

ります。他の日本のノーベル賞受賞業績のほとん

どが外国で評価され、花開いていることを思うと、

日本の基礎研究の在り方について考えさせられる

ものがあります。社会に役立つ応用的展開があっ

てこそ、価値ある基礎研究になるということを、

あらためて銘記すべきであると思います。

これは昨年の大学院入学式の際にも申し上げた

ことでありますが、特に博士課程に進まれる皆さ

んは、独立した研究者として、新しい独創的研究

に挑戦する意欲を持たなければなりません。独創

的な研究に手本はなく、発想を豊かに、余念なく

考える思考過程の中から、ひらめくものを大切に

し、一見荒唐無稽と思われるものであっても恐れ

ず、大胆な仮説をたて、実験によって、それを確

かめて行く地道な努力が必要であります。情報通

信技術の進歩は、他の研究者の様々な研究成果や

既知の情報を得る手段は提供いたしますが、未知

なる情報や、ましてや貴重な“失敗の実験結果"

などは、パソコンから得られよう筈がありません。

新しい発見や、発想のシーズは、実験台から生ま

れるという当然のことを実験科学を志すものは、

あらためて想起すべきであります。しかし一方で、

最初から真に独創的な研究が誰でも出来る訳では

ありません。ある段階では優れた研究者、指導者

の模倣からスタートすることには十分意味があり

ます。例えば、研究者としての第一段階である修

士課程においては、より専門的な知識と、高度な

技術を、身につける努力をする一方で、研究のあ

り方、進め方を学ぶことが重要であります。その

際、内外の優れた研究者の論文、とくにレビュー

を丹念に精読することをお勧めいたします。そこ

からは研究の背景、展開の道筋、研究者の哲学が

読み取れるからであり、学ぶべき価値あることで

あります。

先ほど基礎研究と応用研究双方の重要性につい

て指摘をいたしましたが、これらは相互に啓発し

合うことにより、それぞれの発展があり、基礎研

究を深めることは、新しい画期的な応用研究を生

み、応用研究の展開は、必ず新しい基礎研究を必

要とし、そのシーズを提供するからであります。

このような基礎研究と応用研究相互のフーイドバ

ック機構が円滑に機能する研究体制、あるいは個

人の思考回路が、これからの時代には益々重要に

なって来ると考えます。本学は学部および大学院

ともに、その部局構成が、学際的かつ応用的な性

格を有しており、このような研究体制を構築する
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には適した環境にあると思われ、今後大学院にお

ける教育、研究においても部局横断的な活発な交

流が行われることを是非期待したいと思います。

次に、現在静岡県が推進しようとしている、い

わゆる［ファルマバレー構想］といわれる［富士

山麓先端医療産業集積構想］がありますが、この

構想は、世界レベルでの高度医療、技術開発を目

指して、国内外の医療関連産業、研究機関、大学、

行政などの産学官が結集するとともに、静岡の豊

かな自然環境と地域資源を最大限に活用しなが

ら、最先端の科学技術を生かした研究開発の促進

と医療関連産業の振興を図ろうとするものであり

ます。

その中で本学は“学”の立場としての中心的役

割を担うことが期待されておりますが、それに応

えるためには、国際競争力を高めつつ、他の追随

を許さぬ、しかも世界から注目されるような、地

域に根差した特徴のある独創的研究を展開するの

が、公立大学として賢明な一つの選択であろうと

思います。

また産学連携は、とくに地域貢献を使命とする

公立大学にとっては、今後重要な“キーワード”

となると考えますが、大学の基礎研究の成果を社

会に還元する、最も基本的な形として、我が国に

おいても、ようやく本格的な取り組みが始まるよ

うになりました。新しい時代の趨勢として当然で

ありますが、国際的に見れば遅きに失したともい

えます。長年の慣習が生み出した様々な規制や、

大学人の意識の変革が伴わないこともあり、掛け

声ほどには実効が上がっていないのが現状であり

ます。本学も産学連携推進委員会を設置し、まず

大学における研究情報を公開し、産業界のニーズ

に応える試みを始めておりますが、シーズとニー

ズの情報交換が一方通行ではなく、連携体制が円

滑に機能するような財政支援を含む抜本的な方策

が必要であると感じております。

資源に乏しい我が国が、国際的な競争力を備え

るためには、知的資産の増強を図ることが必須で

あり、大学が知的資源、人的資源を生み出す活力

ある源泉とならなければ明るい未来はないといえ

ます。その意味でも、大学院生の皆さんは、新し

い時代を担う、重要な知的活動の推進者として、

社会から大きな期待が寄せられております。その

ことを十分自覚し、最も研究が出来るこれからの

時期を大切にして、大いに研鑽されんことを心か

ら期待し、大学院入学の歓迎の挨拶といたします。

現在杜会が求める『開かれた大学』を目指す

には、大学内の様々な情報を可能な限り社会に

発信し、説明責任を果たすとともに、広く社会

の意見・要望を聴取する姿勢、すなわち大学と

社会との双方向的な関わりが、今後の大学の発

展のために不可欠であると考えます。

ひるがえって大学内においても、学長と教職

員・学生とのコミュニケーションを円滑化し、

構成員との直接的な意見交換の機会を設けるこ

とが、透明性のある風通しの良い大学運営を行

うために必要であると考え、次のとおり“学長

室開放”を行うことといたしました。遠慮なく

来室されることを歓迎いたします。

◎対　象：教職員、学生

◎場　所：学長室（管理棟２階）

◎時間帯：第１、３月曜日

１２：３０～１３：３０（予約不要）

（但し公務の関係で不可能な場合もある）

※上記曜日・時間帯以外の場合も可

能な限り応対いたしますが、その際

は必ず予約（学長秘書：内線５０００）

をして下さい。

学長室“開放”のお知らせ
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平成１２年度静岡県立大学学部卒業式、大学院

学位記授与式が平成１３年３月２１日に本学大講

堂で行われた。石川静岡県知事をはじめ多数の来

賓の出席のもと、廣部学長が式辞を述べた。

――＊―――＊―――＊―――＊―――＊――

平成12年度卒業式式辞

本日ここに石川静岡県知事はじめ多数のご来

賓、ご父兄の方々のご臨席をいただき、静岡県立

大学平成12年度､ 学部卒業式ならびに大学院学位

授与式を盛大に挙行できますことは真に喜ばしい

ことであり、関係者一同心から御礼を申し上げる

次第です。

日頃の研鑽の成果が実り、本日卒業を迎えられ

た５学部５０９名、大学院研究科修士課程１１４

名、博士課程１４名の皆さんに対し、大学を代表

して、まず心からのお祝いを申し上げたいと思い

ます。とくに本年は４年前に新設された看護学部

から初めての卒業生５６名を社会に送り出すこと

となりました。期待を込めて、あらためてお祝い

を申し上げます。またこの日を心待ちにされ、喜

びを分かち合っておられる、すべての卒業生のご

家族の方々のこれまでのご苦労、ご支援に対しま

しても、心からの敬意と感謝を申し上げたいと存

じます。

本年はいうまでもなく新しい21世紀のスタート

の年であります。この記念すべき大きな節目の年

に卒業し、社会に巣立って行く皆さんは、それぞ

れの感慨と新たな決意を胸に秘めていることと思

いますが、皆さんを迎える社会は現在大きな転換

期にあり、未だ混迷の域を脱しきれない厳しい状

況にあると言えます。新しい時代の到来の前の

“産みの苦しみ”ともいえますが、それだけに新

しい時代の担い手となるべき若い皆さんに対する

社会の期待は極めて大きいものがあり、それに応

える自覚と今後の努力が強く求められるものと考

えます。

皆さんに対する社会の期待は、大学において、

どれだけの付加価値を身につけて来るかというこ

とにあります。言い換えれば、何を学び、どのよ

うな知識を身につけ、そして社会のためにどのよ

うに役立ててくれるのか、またどのくらい人格を

高め得たかという点にあると思います。特に最近

の産業界からの評価には厳しいものがあり、新規

学卒者の基礎的職務遂行能力や基礎学力の低下、

入社３年以内の離職率が大卒で３割にも達してい

ることなどが厳しく指摘されております。原因を

学生の皆さんにのみ転嫁することは酷であります

が、情熱を持って努力するものが報われ、易きに

流れるものは淘汰される時代になっているという

ことを強く自覚する必要がある・・・ということ

を先ず冒頭に申し上げておきたいと思います。

さて、21世紀の課題は、本格化する少子高齢化、

国際化、情報化のうねりの中で、さらに高度化す

る科学技術がもたらすであろう様々な恩恵を享受

する一方で、負の影響も含めて、それらが人間社

会にどのような変化をもたらすのか、十分な予測

は困難であるにしても、的確に対応しつつ、誤っ

平成１２年度 卒業式式辞
静岡県立大学学長　廣部　雅昭
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た方向に進まぬよう人類が英知を働かせることで

あると考えます。未来を予測することは難しくて

も、過去における発展と挫折の因果関係を検証し、

未来に備えることは可能であります。歴史観に基

づいた考え方の重要性を強調したいと思います。

［温故知新］という言葉がありますが、「旧きを尋

ねて新しきを知れ」という意味であり、私は研究

者に対して「過去の未解決の課題の中に新しい発

想のシーズがある」という意味で良く用います。

また歴史に学べ。歴史は繰り返す。同じ過ちを犯

すなという意味にも通ずると考えております。

激動の20世紀を振り返って見るに、その前半は

世界的に戦争の世紀であったと言えます。現在ま

だ局地的には戦争が皆無になったとはいえないも

のの、戦争の悲惨さと平和の尊さを“学習”した

人類の英知が再発の抑止力になっていると思わ

れ、このことは戦争を知らない若い世代に是非伝

えておくべき責任があると思っています。わが国

において、20世紀後半、敗戦後の荒廃から立ち上

がり、驚異的な復興と経済大国といわれるまでに

なったのは、豊かさを求め、懸命に働いた国民の

願望と努力、見識あるリーダーの存在があったか

らであると思います。著しい科学技術の進歩、高

度医療の普及は豊かな国民生活と長寿社会をもた

らし、米国型自由教育と民主主義の導入は、国民

の平均的教育レベルを向上させ、平等主義を浸透

させることになりました。しかし光のあるところ

に必ず陰ができるように、環境破壊、公害問題、

医療過誤、経済社会の破綻、教育の荒廃、家庭崩

壊、人間性や個性の喪失など負の面が近年とくに

顕在化して来ていることはご承知のとおりであり

ます。

現在、改革に向けての様々な提言や取組みがな

されてはおりますが、過去における発展と挫折の

因果関係を十分検証した上での改革でなければ実

効は望めず、また将来起こり得る問題に対して指

針となるものでなければなりません。混迷の時代

に生きる若い皆さんも、ただ社会が悪いと責任を

転嫁するのではなく、何故このようになったのか、

その拠って来る原因を過去の歴史を十分検証する

ことによって理解し、皆さん自身の今後の糧とし

て頂きたいと思います。

一方、新しい世紀の始まりに際して､ 様々な形

で未来予測がなされております。夢を描くことは

人間の特権であり、努力する目標を持つことは極

めて大切なことであります。先日ある講演会で大

変興味のある話がありました。それは今から100

年前の明治34年1月2日の報知新聞に掲載された

［20世紀を占う未来予測］に関する記事のことで

した。講演の中で､ その当時の予測が、100年後の

今日ほとんど実現しているということが示された

ことです。例えば［暑さ寒さ知らずの生活が可能

になる］→エアコンの出現などはそれを示してい

ると思います。［空中戦艦が出現し、世界一周は

７日ですむ］→ジャンボ飛行機や宇宙衛星の出現

は予測をはるかに超えて実現しています。［伝声

機（声を伝える機械）その改良ありて、十里を隔

てたる男女の情話をなすことあるべし］→まさに

現在の携帯電話の普及を予測しております。すべ

てを紹介する時間はありませんが、ただ一つ当た
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らなかったものは［動物との会話］だそうであり

ます。これらの結果についてアメリカのアーサ

ー・クラークという人が、「予測というものは当

たるものだ。なぜなら、それは人間の願望だから

だ。願望を達成すべく人が努力するから実現する。

つまり願望を伴った予測は当たるものだ。しかし

［動物との会話］のような理に合わぬものは当た

らない・・」とコメントをしております。現在情

報科学の著しい進歩の中で、［動物との会話］が

一つの実現目標になっているようですが、果たし

て理に合わぬ事柄なのか興味のあるところです。

私が申し上げたいことは、何事も目標をたて、

常に実現への強い願望を持ち続けて努力すれば、

必ず結果はついて来るということと、［棚から牡

丹餅］とか努力を欠いた［果報は寝て待て］など

は、所詮理に合わぬ実現不可能な夢と知るべきで

ある・・・ということであります。

次に、新世紀の国策の一つとして、現在ＩＴ革

命ということが盛んにいわれております。すでに

情報通信技術の進歩は、社会のシステムそのもの

を大きく変えつつあり、まさに世界的な革命が起

こることは確実であります。労働の形態も、生活

の様式も、研究や教育の方法論も大きく変わるこ

とと思います。利便性、効率性という観点からは

素晴らしいことであり、国境を感じさせない、世

界が一つになる時代が到来することと思います。

居ながらにして様々な情報が手に入る。情報の活

用によって、そこから新しい発想も生まれて来る

はずです。情報を見落とすことがなくなれば、そ

のために無駄な労力を費やすこともなくなるでし

ょう。しかし輝かしい発展の裏に潜んでいる陰の

部分についても、私たちは常に心にとめておく必

要があります。すでにその兆候が現れているよう

に、人間同士のスキンシップの欠如、悪質で無責

任な情報の流布、新手の悪質商法等、人の息づか

いも心の動きも正しくは伝わらない文字情報の世

界に埋没することで、物質文明の発展によりもた

らされたといわれる人間性の喪失にさらに拍車が

かかるのではないか。また自分の目的に沿った情

報を集めれば、それを巧みに編集することで本の

一冊ぐらいは簡単に作ることが可能でしょう。Ｉ

Ｔ時代は［コピーの文化］［レビユー、ダイジェ

ストの文化］へと人々の価値観が変わって行くこ

とが予想されます。その際どれが自分の本当の考

えなのか自分でも分からなくなってしまうのでは

ないか。個人のオリジナリティやプライオリティ

はどうなるのか。ましてや知的所有権などはどの

ようにして確保されるのか。それらへの対策を講

ずる必要が出てくるものと思われます。

情報化時代に生きる皆さんには、特に主体性を

見失うな。自分自身のしっかりとした考え方をも

ち、自分の言葉で語れ。人間的な心の触れ合いを

より大切にせよ。ということを申し上げておきた

いと思います。

現在産業界が求めている人材は、基礎的知識・

教養があり、語学力、パソコン操作に長け、人柄

が良く、学ぼうという姿勢を持ったやる気溢れる

人物であるといわれております。皆さんは大学で

の生活でこれらをどれだけ身につけ得たでしょう

か。今後のさらなる努力が必要であるということ

を肝に銘じておかなければなりません。 冒頭に

も申し上げましたように、皆さんが巣立って行く

社会は、決して甘いものではありません。特にこ

れからの時代は、個人の能力や努力の成果が常に

評価され、それに対応した処遇が行われる実力主

義の社会になると思います。これは戦後の一律平

等主義の浸透が、競争や区別を好まない体質を生

み、良い意味のエリートや、リーダーが育たない

素地を作り、結果として形成された衆愚的社会が、

現在の混迷状態を生み出した一つの大きな要因で
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あるとの反省に立った社会の動きであると言えま

す。今後あらゆる面で“評価”ということが強調

されて来ると思いますが、評価という本来の意味

は、“価値を認める”というプラス指向の行為な

のであります。人にはそれぞれ個性があり、潜在

的な能力もあるはずです。それらを含めた多面的

な評価がなされるべきであり、むしろ積極的に評

価を受ける姿勢があってしかるべきであると考え

ます。自ら努力し、良い成果をあげている者など

が正しい評価を望むのは当然のことであります

し、自己をアピールすることもこれからの時代に

は必要であります。研鑽に努め、自己を高めてゆ

くためにも、そのような緊張感のある競争的環境

は必要であり、皆さんを待っている､ これからの

社会は、まさに競争的環境そのものであります。

評価されることを“いじめ”や“差別”などと思

うのは的外れであり、それに耐える強い精神力を

持つことこそ、これからの時代を、落ちこぼれる

ことなく生きて行くために大切なことなのであり

ます。

これからさらに大学院において研鑽を積まれる

皆さんも、たとえ大学という環境の中に引き続き

留まるとしても、社会人としてのより強い自立感、

責任感を持たねばなりません。また研究生活は、

まさに厳しい評価の上に成り立つもので、それな

くして研究の発展は有り得ないのであります。研

究成果を論文として発表するのは国際的な評価を

うけるためのものであり、国際化が進む中で、国

際的研究水準を目指すのであれば、成果を世界に

発信し、評価を謙虚にうけとめ、さらなる努力を

重ねる気概が必要であります。現在本学において

も、昼夜を分かたず研究に勤しんでいる皆さんの

先輩研究者は、そのための努力をしているのであ

り、是非その姿を学んで欲しいと思います。

最後に本学に学び、このたび卒業を迎えられた

学部８名、大学院６名、計１４名の留学生の皆さ

んに心からのお祝いと激励を申し上げたいと思い

ます。母国を離れ、異国の地にあって勉学生活を

送ることは並大抵のことではありません。言葉の

ハンデ、文化や生活様式の違い、中には生活のた

めにアルバイトを余儀なくされた人達も多かった

と思います。皆さんの心を傷つけた、心ない不幸

な事態もありました。大学として果たして十分な

対応が出来たか、反省すべき点も少なくありませ

ん。しかしこれら諸々の事を克服し、多くのこと

を学び、生涯の友人をつくり、全てを良い思い出

として、帰国され、将来も日本そして静岡との交

流の架け橋になって下さることを心から願ってお

ります。また留学生の皆さんに深い理解と支援を

惜しまれなかった地域の多くの方々に対しまして

も、この場をお借りして感謝を申し上げたいと存

じます。

21世紀最初の卒業生になる皆さんに対し、社会

の厳しさと、それに臨む心構えについて申し上げ

ましたが、萎縮する必要は毛頭ありません。新し

い時代を造るのは君たち若い世代なのです。大い

に夢と希望をもって、明るく、何事にもプラス思

考で、世の中を変えて行きたい、行くのだという

願望と気概をもち続け、若いバイタリティを存分

に発揮して下さることを心から期待し、新たな門

出にあたって、卒業生の皆さんに対するはなむけ

の言葉といたします。ご卒業おめでとう。
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５月２5日開催の評議会で、青山政雄前短期大学部教授、須田悦生前短期大学部教授、富田多嘉子大学院

生活科学研究科教授、中村健壽前短期大学部教授、野呂忠敬前大学院生活健康科学研究科長に名誉教授の称

号を授与することが承認された。

名誉教授の称号授与

青山前教授は、昭和50年４月に本学の前身であ

る静岡女子短期大学に着任され、以来26年間の長

きにわたって研究と教育に従事された。その間、

学生部長として２期４年の間、学生指導に情熱を

傾けられ、また、浜松校最後の１年間は副部長と

して廃学科という難事業にあたられた。

青山氏が一貫して追求されてきた思索と研究の

対象は、国家と市民社会の相克と分裂という問題

である。この対象をめぐって、ヘーゲルの国家論、

マルクスの世界把握の方法について思索が重ねら

れた。哲学において、先生の思索を導いたものは、

疎外の超克の問題、「人間の可能性の解放」とい

う主題であった。思索はさらにフロイト、マルク

ーゼ、ハバーマスに及び、へーゲル－マルクスの

国家論を疎外論として深める独自の視座を獲得さ

れた。

青山氏の思索は、高い評価を受けた『社会批判

の哲学－ヘーゲル、マルクス、マルクーゼ研究序

説』として結晶し、これはヘーゲル、マルクスを

学ぶ学生の必読文献の一冊に数えられている。

教育の面においては、疎外の超克の問題は「生

きがいの探求」という日常語に翻訳され、数多く

の学生が現代社会における自己の生きがいに思考

を開かれた。

青山　政雄

前短期大学部教授

須田前教授は、昭和４９年１０月に本学の前身

である静岡女子短期大学に着任され、平成｡３年

３月、本学浜松校閉校に伴い退職されるまで、２

６年６ヶ月にわたり研究と教育に従事された。

専門の日本演劇史では幸若舞・能狂言などの日

本中世演劇研究において、学界の高い評価を受け

られた。長年の臨地調査の結果をまとめた『若狭

猿楽の研究』で第２５回日本演劇学会河竹賞を受

賞された。

学会活動は、国内のみならず、中国の少数民族

の臨地調査をはじめ、雲南大学における学会など、

国際的にも活躍の場を広げてこられた。

教育面では、「日本古典文学」「日本文学史」

「日本演劇論」などの講義で古典文学の構造や研

究法を講じ、演習科目「文化教養総合演習」では、

フィールドワークの実際を通して、学問の基礎の

みならず人格形成にも情熱を傾注された。

他方、静岡県西部新大学開設準備委員会文化政

策学部専門委員会委員や静岡文化芸術大学国際文

化学科分科会委員として貢献された。

一方、社会的活動において、各種講演を企画実

行し、研究成果を市民に還元し広くその名を知ら

れ親しまれた。また、静岡県西部高等教育ネット

ワーク会議共同授業運営委員、静岡県西部高等教

育ネットワーク図書館連絡会会長として、県西部

地域所在の大学による共同授業を実現し、各大学

の図書館を結んだ総合図書館構想の道を開かれ

た。

須田　悦生

前短期大学部教授
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富田前教授は、昭和４２年に静岡薬科大学に着

任され、本年３月まで、静岡薬科大学、県立大学

在職３４年間を通じ、生物系薬学、生物系環境科

学の教育研究の基盤整備に尽力された。薬科大学

では約２０年間実験動物センター長、また県立大

学では同SPF 施設主任を務め、実験動物施設の充

実に尽力された。また平成11年から２年間県立大

学評議員を務められた。

教育面では、内分泌薬理学、生物検定法、生体

機能学特論、環境毒性学特論等の講義を担当、学

部および大学院生の教育研究指導に携わり、多く

の学位取得者を海外留学に導かれた。自主講座

「病気のメカニズム」や「Hearing & Speaking を中

心とした科学英語」などを開き、学部、学年を越

えた学生が多数参加した。

研究面では、県立こども病院との共同研究で

「小児からの動脈硬化予防」研究を立ち上げ、Ｗ

ＨＯの会議に招待され静岡県における結果を報告

された。「低密度リポ蛋白と内皮機能」や「動脈

硬化と女性ホルモン」に関する研究は後に、内分

泌かく乱化学物質の研究に発展した。また、科学

技術庁の「内分泌かく乱化学物質」研究班のメン

バーとして「内分泌かく乱化学物質の脳の性分化

への影響」の研究に取り組まれた。

学外においては多くの学会の評議員などを勤め

られるとともに、数々の国際学会でも講演、招待

講演され、海外の大学との共同研究も行ってこら

れた。

社会的活動としては静岡県選挙管理委員会、公

害審査会、環境審議会各委員、静岡市環境審議会、

開発審査会各委員、静岡市立静岡病院懇話会会長、

清水市開発審査会などの職責を果たされた。

富田　多嘉子

前大学院生活健康科学研究科教授

中村前教授は、昭和62年４月の静岡県立大学短

期大学部発足とともに本学に着任されました。以

来、平成13年３月に本学浜松校の閉校に伴い退職

されるまでの14年間にわたり、文化教養学科の中

心となって、本学の運営および教育・研究に精力

を傾けられた。

中村氏は、文化教養学科において学科代表を通

算３期務められ、さらには、本学の将来構想策定

にあたっては幅広く深い学織を遺感なく発揮して

委員会をリ一ドされるなど、学科の枠を越えた多

大な貢献をされた。

教育面では、新設の秘書教養コースの秘書学担

当教員として、その重責を担ってこられ、文部省

認定資格である「秘書技能検定」に毎年多数の合

格者を輩出してきた。また「東洋文化史」をも専

門科目として教授されるなど、数多くの学生たち

がその薫陶を受けてきた。

学術研究面では、現代杜会の秘書の機能を明ら

かにすることに、その主眼を置かれた。実証的な

現状分析と深い理論的考察の両面からのアプロー

チは、学界の高い評価を受けられた。また、発展

途上の学問としての秘書学を牽引する立場とし

て、日本秘書学会（現日本ビジネス実務学会）理

事等の要職を務められ、さらには「秘書技能検定」

専門委員等として秘書教育の普及・向上にも尽力

された。

社会的活動としては、浜松市の「静岡県西部高

等教育ネットワーク会議」プ口ジエクト委員とし

て、市民一大学間交流の道を開かれた。また、

「静岡文化芸術大学」の開学準備委員会専門委員

や分科会委員として活躍された。

中村　健壽

前短期大学部教授



「県大の講義を受講して」
佐藤　弘一

大学の講義は、僕にとって非常に新鮮なも

のでした。話は実際的で含蓄に富み、高校の

授業とはまた異なった形で興味を惹かれまし

た。内容はやや難しかったのですが、明確な

テーマと、それに即したわかり易い展開のた

めに、方角を失わずについてゆけるのだと思

います。当初は来年の為に大学の雰囲気を知

っておこう、と少し気負っていたのですが、

早速馴染んでしまい、純粋に楽しむことがで

きています。

最後になりましたが、僕たちを温かく迎え

てくれた皆様方、大変有難うございます。そ

して今後もよろしくお願いします。

（日本とアジアＡ受講）

はばたき 77

15

わが県大でいよいよ本格的な高・大連携への試

みが始まった。本学は、静岡県立静岡東高等学校

の生徒に対し、教育内容の理解を深めさせるとと

もに、生徒自らの進路決定への意識的な取組みの

促進に協力することを目的として、国際関係学部

の「国際社会論ⅢＡ・Ｂ」、「ヨーロッパ史ⅠＡ・

Ｂ」、「日本とアジアＡ・Ｂ」及び経営情報学部の

「情報社会と経営」の４科目を聴講できることと

した。

３月２８日に本学において協定書の調印式が行

われ、４月から既に受入れはスタートしており、

生徒は高校の放課後を利用して月曜日と金曜日の

５限の授業を受講している。受講を終えると本学

から修了証書が交付され、高校でも増加単位とし

て認定されることになっている。

いよいよ始まる高・大連携

野呂前教授は、昭和42年４月に静岡薬科大学薬

学部に着任され、本年３月まで生薬学、薬用植物

学、植物化学、環境植物化学、生態化学等を担当

され、研究、教育に努力を傾注し、学生の育成に

努められた。

大学での役職としては、評議員、大学院研究科

長、専攻長、教務委員、公開講座委員、自己評価

委員、その他を歴任され、大学の管理運営や教育

に熱意をもって当たられた。特に、博士課程の立

ち上げや研究所の新設の際には、山積する問題や

事務を処理され、環境物質科学専攻、環境科学研

究所の礎をつくる功績をあげられた。

学会関係では、環境科学会、日本薬学会（支部

幹事）、マリンバイオテクノロジー学会、付着生

物学会、日本水処理生物学会、日本生薬学会（評

議員）等の会員として幅広く活躍されている。

研究面では、植物成分の抽出・単離・構造決定

を基本とし、キサンチンオキシダーゼやモノアミ

ンオキシダーゼ、その他の酵素阻害物質の検索を

行うとともに、生態に関わる植物由来成分の同定

等、多くの天然物活性物質を明らかにされた。

一方、社会活動としては、環境問題に取り組む

地球人会議（幹事）、静岡県田園空間計画策定委

員会審議委員、その他を歴任された他に、静岡県

自然学習指導員や日本自然保護協会自然観察指導

員として地道な自然環境保護活動にも取り組んで

おられる。

野呂　忠敬

前大学院生活健康科学研究科長
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平成１２年度

科 学 研 究 費 内 定 状 況

■採択件数の推移 ■部局別採択状況　平成１３年度

■基盤研究（A）（２）

・西田　ひろ子　国際関係学部教授

在外日本人と現地住民との間の対人コミュニケー

ション摩擦研究：中国、米国進出日系企業におけ

る派遣社員と現地従業員との間のコミュニケーシ

ョン困難度調査を中心に

■基盤研究（B）（１）

・鈴木　康夫　薬学部教授

変異を克服しウイルスの侵入および遊離を二重阻

止する次世代抗インフルエンザ薬の開発

■基盤研究（B）（２）

・鈴木　康夫　薬学部教授

インフルエンザウイルスの宿主動物種間伝播機構

の解明と感染制御

・野口　博司　薬学部教授

カルコン合成酵素の生化学・化学的多様性

・増沢　俊幸　薬学部助教授

ユーラシア大陸におけるライム病ボレリア種の分

布、維持伝播機構解明とライム病の制圧

■基盤研究（ｃ）（１）

・川瀬　光義　経営情報学部教授

沖縄における基地・補助金依存型財政から環境保

全型財政への転換を目指す研究

・中山　勉　食品栄養科学部教授

脂質ニ重層におけるカテキン類の状態分析

■基盤研究（ｃ）（２）

・小原　一男　薬学部講師

血管平滑筋の伸縮誘発性収縮におけるミオシンホ

スファターゼ調節機構の役割について

・石川　智久　薬学部助教授

膵ランゲルハンス氏島において構成型ＮＯ合成酵

素により産生されるＮＯの生理的役割

・池田　潔　薬学部助教授

ハイブリッドプロセスによるパラインフルエンザ

治療薬の開発研究

・田中　圭　薬学部教授

新規不斉タンデム型炭素ー炭素結合形成反応の開

発と利用

平成１３年度新規採択されたテーマ

年度別 

H１０ 

H１１ 

H１２ 

H１３ 

申請件数 

１９９ 

１７６ 

１９４ 

１８１ 

採択件数 

５４ 

６３ 

５９ 

５３ 

採択率 

２７.１％ 

３５.８％ 

３０.４％ 

３１.０％ 

２９.５％ 

３４.５％ 

５６.３％ 

４０.０％ 

１３.３％ 

１６.７％ 

２９.３％ 

２３ 

１０ 

９ 

４ 

４ 

３ 

５３ 

７８ 

２９ 

１６ 

１０ 

３０ 

１８ 

１８１ 

採択率 採択件数 申請件数 部　局　別 

薬 学 部 

食 品 栄 養 科学部 

国 際 関 係 学 部 

経 営 情 報 学 部 

院生活健康科学研究科 

看 護 学 部 

合　　計 

＊国際関係学研究科は国際関係学部に、環境科学研究所は生
活健康科学研究科に併せ計上 

＊申請件数、採択件数ともに継続課題を含む 
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●平成１３年度　厚生科学研究費（生活安全総合研究事業：厚生労働省）採択

「内分泌かく乱物質に対する感受性の動物種差の解明：チトクロームP450発現を指標として」

薬学部　教授　　出川雅邦　

●２００１年度　武田科学振興財団薬学系研究奨励金

「糖鎖性接着分子P-セレクチンリガンドが誘起する情報伝達系の分子機構の解明」

薬学部　助手　　左　一八　

研究助成の採択

短大部から異動（４月１日付け）

小國　伊太郎　　　食品栄養科学部教授

貝沼　やす子　　　食品栄養科学部教授

斉藤　慎一　　　　食品栄養科学部助教授

白木　まさ子　　　食品栄養科学部助教授　　

亀山　良子　　　　食品栄養科学部助手

採用（４月１日付け）

岩崎　邦彦　　　　経営情報学部助教授

黒羽子　孝太　　　薬学部助手

末永　聖武　　　　薬学部助手

池本　守　　　　　薬学部講師

橋本　伸哉　　　　環境科学研究所助教授

マイケル・セレグレン 環境科学研究所助手

高田　ゆり子　　　看護学部教授

人　　　事

・豊岡　利正　薬学部教授

蛍光共鳴エネルギー移動を利用した金属蛍光プロ

ーブの開発

・山口　正義　生活健康科学研究科教授

細胞内Ｃａ２＋制御蛋白質レギュカルチン遺伝子

導入動物における生体機能調節の解析

・武田　厚司　薬学部助教授

遷移金属による脳内神経伝達調節機構の解析

・土井　まつ子　看護学部教授

カテーテルに関する血流感染を低減するための感

染管理対策

・矢野　正子　看護学部教授

２０世紀における看護政策課題とその分析に関す

る研究

・木苗　直秀　食品栄養科学部教授

活性酸素共存下でのメイラード反応による新規変

異原の生成と植物成分による生成抑制

・貝沼　やす子　食品栄養科学部教授

竹炭の調理・加工への利用に関する基礎的研究

■奨励研究（Ａ）（２）

・駿河　和仁　食品栄養科学部教授　　

小腸における核内レセプターのリガンドシグナル

伝達機序と遺伝子発現制御に関する研究

・加藤　大　薬学部講師

モノリテック型カラムを用いたＣＥＣ法による生

体試料の分離分析法の確立

・池本　守　薬学部講師

ＨＤＬ受容体ＳＲＢＩの結合蛋白質による新規コ
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会　場　　静岡県立大学看護学部４階　１３４１１講義室（午前）
静岡県立大学薬草園（午後）

参加費　　不要（開催当日、直接会場へお越し下さい）

第1回　平成13年6月3日（日） －糖尿病と漢方薬－

午前（9：30～12：30）

１．糖尿病といわれたら・・・・・・・・・・静岡県糖尿病協会会長　　　　　　　　田中　彰

２．糖尿病の基本知識と漢方・・・・・・・・加藤内科医院（榛原郡吉田町） 加藤　寿夫

３．『消渇』に使う漢方薬・・・・・・・・・静岡県立大学薬学部客員共同研究員

（中国、浙江省中医薬大学助教授） 余　　勤

４．健康の維持増進と薬草・・・・・・・・・静岡県立大学名誉教授　　　　　　　　上野　明

午後（13：30～）

薬草園見学

第2回　平成13年8月5日（日） －ハ－ブとアロマテラピ－

午前（9：30～12：15）

１．ハ－ブとバイオテクノロジ－・・・・・・静岡県立大学薬学部教授　　　　　　　野口　博司

２．アロマテラピ－と漢方・・・・・・・・・山下内科医院（焼津市） 山下　えり子

３．ハ－ブの栽培・・・・・・・・・・・・・静岡県立大学薬学部客員共同研究員　　宮本　秀人

午後（13：30～）

薬草園見学

第3回　平成13年9月30日（日） －伝統医学の不思議－

午前（9：30～12：30） ＊各自、『日本手拭い』を持参下さい。

１．『つぼ』刺激の効用・・・・・・・・・・ ㈱ツムラ教育研修課　　　　　　　　　大武　光

２．薬草よもやま話・・・・・・・・・・・・神戸学院大学名誉教授　　　　　　　　斉木　保久

３．インタ－ネットで見る世界の薬草園・・・静岡県立大学薬学部助教授　　　　　　宮原　武恒

午後（13：30～）

薬草園見学

【お問い合わせ先】 県立大学薬学部漢方薬研究施設
（０５４）２６４－５７６１・５７６２

【共　催】 県立大学薬草園・県立大学薬学部漢方薬研究施設・㈱ツムラ静岡営業所
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本学薬学部は、この４月で、昭和６２年（１９

８７年）４月に前身の県立静岡薬科大学「昭和２

８年（１９５４年）開学」から移行して、１５年

目に入りました。静岡薬科大学は、さらにさかの

ぼれば、大正５年（１９１６年）に創立された私

立静岡女子薬学校（設立者・校長：医師、岩崎照

吉）に源を発しており、数えて、８６年目に入っ

た訳であります。卒業生、大学院終了生は合わせ

て６、５００人を超えています。私どもとしては

さらなる発展を期さなくてはなりません。今年も

新たに、１４１名（男子６２人、女子７９人）の

学部新入生を迎えました。

ここ数年間の、我が国の薬学教育・研究を取り

巻く環境は大きく様変わりしつつあります。平成

４年に医療法の改正が行われ、薬剤師は、医師、

看護婦とともに「医療の担い手」であることが明

記されました。また、平成８年には、薬剤師法の

改正により、薬剤師に「薬剤の適正使用のための

必要な情報の提供」が義務付けられました。つま

り、薬学教育のなかで、より臨床に近い「医療薬

学教育」の充実が欠かせない条件となってきたと

言えます。平成１１年５月には、薬学６年間教育

や学部・大学院における医療薬学研修の充実、学

部卒業生・大学院修了者の医療現場でのニーズ拡

大方策などを検討する「薬剤師養成問題懇談会」

（厚生労働省、文部科学省、日本薬剤師会、日本

病院薬剤師会、国公立薬学部長（院長、科長、学

長）会議、日本私立薬科大学協会の６者からなる）

が発足し、現在は、全国の国公立大学薬学部・薬

科大学間共通のコアカリキュラムの検討、さらに

実施を目指した動きが活発化しております。医学

および歯学教育に置いては、既に昨年度、全国共

通のコアカリキュラムの提示が出されました。本

学薬学部も、平成８年（１９９６年）に、医療薬

学系２講座、１研究室を新設、さらに平成１１年

度の学部入学生から、新カリキュラムへと移行し、

３週間の病院実習（県内４０病院と連携）、１週

間の調剤薬局実習（県内274薬局と連携）、合計４

週間の実務実習を必修としています。さらに、平

成１１年７月には、本学の新大学院構想整備検討

委員会に「医療薬学専攻」の設置を提出し、この

５月の大学経営会議および評議会でこの設置協議

書の文部科学省への提出が認められました。この

構想は、現在の大学院博士前期（修士）課程およ

び後期課程を成す薬学専攻、製薬学専攻に加えて、

医療薬学専攻（修士、博士課程）を新たに設ける

ものです。本専攻の特徴として、１）大学院薬剤

師実務研修（６ヶ月間）の充実、２）県内の薬剤

師の学位取得を可能とする社会人の入学受け入

れ、さらには、３）連携大学院構想を視野に入れ

た教育システムの構築などが挙げられます。もし、

文部科学省からの設置許可がでますと、平成１４

年４月に開学となり、本格的に「医療薬学教育が

出来る大学」として新たな展開が期待できます。

本薬学部では、入試改革にも力を入れており、

既に、平成１２年度入試からセンター試験の成績

の傾斜配点により、数学および外国語（英語）が

より得意な学生を選抜可能として来ましたが、こ

れに加えて、平成１４年度の一般選抜から、化学、

物理を必修にする事に致しました。さらに、現在

の県内からの推薦入試枠３０名に加えて、全国枠

の推薦入試も導入（薬学科３人、製薬学科３人）

することとしました。

昨年度８月以降の薬学部のニュース的な事項を

列記します。

静岡県内高校生のための最新薬学体験入学講座を

実施（平成１２年８月３，４日）：県内高校生３

０名（１年～３年生）を対象に数グループに分か

れ薬学部教員、大学院生の指導のもとに、講義、

実験、成果発表を行いました。廣部学長の机上実

薬学部の動き
薬学部長　鈴木康夫
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験をやりながらの導入講義もあり、大変好評でし

た。本年度も、この８月に「２１世紀の創薬を体

験しよう」と題して、高校生の薬学部体験入学を

行います。

第９回薬学卒後教育講座の実施（平成１２年１０

月２８日（土））：薬学部および同窓会組織であ

る静薬学友会が主催、日本薬剤師研修センターと

共催、県薬剤師会、県病院薬剤師会の後援により

行いました。ヒトゲノム解読に深く関わった清水

信義教授（慶応大・医）の講演「ヒトゲノム解析

の最前線と創薬へのインパクト」および地域医療

で活躍している本学の前身、静岡薬科大学出身の

鈴木こづえ氏（ケアハウス・レインボー瀬名施設

長）による講演「介護保険制度と薬剤師」を行い

ました。今年度も、第１０回卒後教育講座を開催

します（１０月２０日（土）、テーマ：「２１世

紀の医療薬学と薬剤師の役割」を企画）。

ようこそ！先輩プログラム：薬学部および静岡薬

科大学時代の卒業生を招待し、在学生とのコミュ

ニケーションを行う企画です。昨年度は、企業、

大学、公務員、病

院などで活躍する

卒業生を５名招待

し、講演会、交流

会を行いました。

卒業生は熱心に語

りかけ、在学生は

有意義に受け止め

ていました。

今年度予定され

ている薬学部およ

び薬学部が関わる

全学的行事として

第６回静岡健康・

長寿学術フォーラ

ム「ゲノム創薬と２１世紀の医療」（公開）の開

催「平成１３年１１月９日（金），１０日

（土）」：グランシップにおいて「ゲノムサイエン

スの新展開」、「ゲノム研究から新世紀の医療へ」、

「ゲノム創薬の戦略」、県民公開シンポジウム「ゲ

ノムと２１世紀の医療」などにつき、最先端のフ

ォーラムを開催します。

第５回日中健康科学シンポジウム「平成１３年１

２月５日（火），６日（水）」：本学と大学間協定

を結んでいる浙江省医学科学院との間で２年に１

度の割合で開催。今回は本学小講堂で開催予定。

これらに加えて、本学創立１５周年記念事業の一

環として、静岡県立大学開学１５周年記念／静岡

新聞６０年・ＳＢＳ５０年：文化スペシャル～特

別公開講座（テーマ「人間といのちーヘルスサイ

エンス」）、開学１５周年記念橋本梧郎氏静岡県立

大学・名誉博士号授与記念講演会などの開催が予

定されています。

以上、薬学部ではさまざまな活動を通して県民

との連携、教育、研究の推進に努力しております。

高校生の薬学体験入学講座の参加者
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村田　敏拓 薬学部（大阪府）
①山の中にひっそりとたたずむ巨城！もはやそれは大
学ではなかった・・・。
②様々な分野の内容を最初広く探った上で、自分が特
に興味魅かれたことについて、納得がいくまで追求し
ていきたい。
③テニスコートにひと言　恥ずかしいのですが、実は
クラブ活動をする前に疲れてしまいます。

伏見　友里 薬学部（静岡県）
①きれいだと思った。モニュメントがとても不思議で
一度上からのぞいてみたいと思いました。
②国境なき薬剤師団に入りたいと思います。それはま
だわからないけど、人の役に立つことをしていきたい
です。
③Ｔ教授にひと言　分析化学の研究室に入りたいです。
またいろいろ教えてください。

薄井　佑香里 薬学部（栃木県）
①教室の椅子がおかしい。初めて座ったとき、壊れる
のではないかと心配でした。
②落ち着いて行動できる人になって、薬学の分野の中
でも自分が一番やりたいことを見つけて、それに向か
ってがんばりたいです。
③視力がよくなる方法、知ってる人がいたらおしえて
ほしいです。

武田　水紀 食品栄養科学部（千葉県）
①学生ホール（坂の上）から見える景色がきれい！！
入試のとき駅から大学に行く途中に見えた富士山にも
感動。
②食品と栄養のスペシャリストになります。
③おじいちゃんに一言、そろそろお米を送ってくださ
い。

宇野　秀一 食品栄養科学部（大阪府）
①地味でマイナーでパッとしない。校舎がきれいだか
ら外観だけは良い。
②１．他のみんなより偉い人間になってみんなを見下
す。２．お酒に強くなって２度と吐かない。３．たば
こはすわない。４．運転がうまくなる。
③便所をきれいにして、クーラーつけて、食堂をもっ

とおいしく作って。

齊能　千夏 食品栄養科学部（清水市）
①花がいっぱいでとってもキレイだと思った。タバコ
くさい。
②自分の知りたかったことをとことん分かるまで研究
する。ノーベル賞を受賞する！！
③一般棟１階にある４本の木、本物だと信じてたのに
ニセモノ！！だったなんてっっ。

宮島　いさお 食品栄養科学部（静岡県）
①入学式の時、部活やサークルの勧誘や、ブラスバン
ドの演奏があり、学校全体が明るく楽しい雰囲気だと
感じた。
②常に高い目標を掲げ、それを達成できるように努力
する。周りの雰囲気や誘惑に流されず、自分の意志を
しっかりもち生活する。
③キャンパスの電灯に一言　校舎が綺麗なレンガづく
りの建物なのに、あの電灯はあまりにも校舎に合って
いないと思う。もっとおしゃれな電灯がよかった。

小林　真弓 食品栄養科学部（浜松市）
①レンガ造りがとてもきれいで、モニュメントも印象
的ですごいと思った。
②勉強はもちろんがんばり、部活にも精一杯取り組み、
充実した大学生活を送りたい。
③上り坂がたくさんあって大変です。

河原崎　志保乃 食品栄養科学部（静岡県）
①校舎はきれいだけど、とにかく坂がキツイ。
②とりあえず皆出席。
③カレッジホールは禁煙にしてほしい。

佐々木　司 薬学部（北海道）
①小さくて可愛い学校だと思った。ナナメってるのが
微妙だと思った。超だもんで。
②２年後無事３年生に進級、成績の大半は可。その後
あんなこんなで院生になり、新薬で一発当てる。老後
はワイハに別荘を買い、アグに余生を過ごす。（でじ）
③ポーターなシャネラーへ　君　頑張りすぎ。超だも
んで。
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李　賢美 国際関係学部（韓国）
①れんが作りでとてもきれいな印象でした。緑がいっ
ぱいでとてもいい環境の中にある大学だと思いました。
今も季節おりおりの緑を楽しんでいます。
②今、国際関係学科で、国際的政治や経済、法律を学
んでいますが、この知識を生かして、国際組織（例え
ば国連）などで働きたいと思います。また、もっと頑
張って大学院を目指したいと思いますが、それが将来、
国際組織(機関）に就くことに役に立てるようにしたい
と思います。

アンキー　クルフィアンティ

国際関係学部（インドネシア）
①県大はとてもきれいな大学だと思います。みどりも
いっぱいあって、とてもすずしいです。勉強するため
には一番いいところだと思います。
②今、国際関係言語文化学科で勉強していますが、卒
業したら、インドネシアへ帰り、今まで日本で学んだ
ことを多くのインドネシア人に役立つように今から協
力したいと思います。

箕輪　菜穂 薬学部（茨城県）
①受験のとき、初めて県大に来てレンガ造りのスゴク
綺麗な学校でビックリした。
②薬学の知識はもちろんだけど、視野の狭い人間にな
らないようにいろんな知識を広く浅く身につけて、キ
ャパの広い人になりたい。
③大学を設計した人へ　なぜ大学が山の斜面に建って
るんですか？ツライです。

中磯　愛 薬学部（山口県）
①受験のとき初めて校舎をみたときは、とてもきれい
で、とても感動して、絶対ココに来たいと思った。
②少しでも薬などについての疑問があれば、気軽に声
をかけてもらえるような薬剤師になりたい。そのため
に、大学ではいろいろな経験をしたい。
③Ｋ先生に一言。黒板早く消しすぎで、いつもノート
にうつしとれません。声が小さくて聞こえません。

鈴木　翔 食品栄養科学部（焼津市）
①校舎がきれい！坂を隔てて線対称できれい。草薙駅
からのぼりっぱなしがきつい。夜になるとモニュメン
トがシブく光る！
②毎日一限からで大変だけどしっかり学位をとりたい。
正門から上食堂まで歩いて毎回声をかけられるくらい
友達を作りたい
③下食堂混みすぎ！すわれません！雨でも学校中移動
できるのいいっすね

長田　正経 国際関係学部（藤枝市）
①すごく綺麗だけど、階段の仕組みがめんどくさい。
②しっかり単位を取って、４年で卒業する。言語力を
生かせるような職に就きたい。
③木曜一限、全学共通情報と数理Ａ「情報リテラシ」
のＳ先生！マイク遠すぎです！もっと口に近づけて話
して下さい。

手塚　和旨 経営情報学部（御殿場市）
①建物のレンガが西洋風なので、キャンパス内を歩く
と心が落ち着く感じがします。校舎と、キャンパス内
から見える景色がきれいです。
②ＩＴ技術がどんどん進化している今、世の中には、
膨大な量の情報がある。そんな情報を見抜き、使いこ
なせる力を県大で養っていきたい。
③両親にひと言：ごめんなさい！もう限界です。仕送
りして下さい。大学生には、やりたい事が沢山あるの
で・・・。

鈴木　享美 看護学部（浜松市）
①環境がよく（みどりが多い）、レンガ造りの棟が外国
のキャンパスを思わせて、とても素敵だと感じました。
②多くの看護知識及び技術を学び、外国語をマスター
して、外国人の患者さんにも安心してもらえるような
看護婦になりたいです。
③留学生の方にひと言、もしよろしければ私に皆さん
の国のことばを教えてください。

石川　夏江 看護学部（神奈川県）
①赤レンガ作りの校舎で、新しくきれいで明るい。自
然に囲まれた勉強するのに適している。学生は親切で
明るく授業や課外活動に熱心。穏やかだが意見をしっ
かり持っている。
②大学で看護分野に関わらず物事を考える姿勢を身に
付けたい。編入したときの初心を忘れずに、何にでも
積極的に取り組んで、自分のものにしていきたい。今
学んでいる国際保健学や地域看護学の分野に興味があ
るので、将来はそのような看護分野に携わりたい。
③編入前の専門学校の先生方へ、大学生活にも少しず
つ慣れてきました。学校で学んだことを基に、さらに
知識を深め、考える力を身につけたいです。

北山　智章 薬学部（奈良県）
①初めて見たときは、ここに来たいと思うほどきれい
に感じた。ただ、坂がしんどい。
②とりあえず無事に進級し、卒業し、国家試験に受か
る。その後、製薬会社で研究し、新薬で一発ドカンと
当てて、歴史に名を残したい。
③～学長にひと言～　もう少し大規模の売店、もしく
は大学生協を作って下さい！
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Ⅰ　平成１２年度はばたき寄金事業・収支結果報告

１．事業結果

（１）奨学金の授与

フィリピン大学及びモスクワ国立国際関係大学短期交換留学生（派遣学生３人、受入学生６人）に奨

学金を授与した。

（２）文芸コンクール・スピーチコンテストの実施

第４回文芸コンクール（７月～１０月）及び第３回学生スピーチコンテスト（１１月３日）を実施し

た。

（３）はばたき賞の授与

海外で開催された学会で優れた研究発表を行った大学院生、視覚障害者のための情報技術の研究結果

が評価され通商産業大臣表彰を受けた教員、国際的なボランティア活動を行った学生等に「はばたき賞」

を授与した。受賞者総数１４人

※上記の事業内容の詳細は、静岡県立大学はばたき寄金のホームページをご覧下さい。

２．収支結果

○収入　　　５，３５６，７４３円

内訳　前年度繰越金　　４，０３５，２７０円

寄付金　　　　　１，３２７，９５９円（教職員３２件　その他６件）

雑収入　　　　　　　　　２，５１４円（預貯金利息）

○支出　　　１，３８５，７４５円

内訳　報奨等　　　　　１，３２１，０００円

雑費（賞状筆耕代等） ６４，７４５円

○差引残高　３，９７９，９９８円（平成１３年度へ繰り越し）

Ⅱ　平成１３年度事業実施状況（５月末まで）

・短期交換留学生に対する奨学金の授与

モスクワ国立国際関係大学への短期交換留学生（派遣）、

国際関係学部４年近藤真奈美さんに対し、４月２７日、廣部

学長から奨学金を授与した。

５月末寄金残高　　４，０７０，０５７円
［４月以降の寄金者（５０音順　敬称略）］ 寄付金総額（６件）１４万

小國伊太郎（食品栄養科学部） 貝沼やす子（食品栄養科学部） 木村良平（薬学部）

白木まさ子（食品栄養科学部） 匿名希望者２名（国際関係学部、食品栄養科学部各１名）

（担当　事務局経営課企画スタッフ　Tel.５１０３）

近藤さんへの奨学支援金授与

“はばたき寄金”からのお知らせ
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日本平留学生基金（代表イトウ秀雄氏）は５月２３

日、本学へ今年入学した留学生１０名（国際関係学部

８名、経営情報学部２名）に入学祝金を贈呈した。

日本平留学生基金は、県内に留学する主として東南

アジアの大学生に金銭的援助を行うことを目的とし

て、平成８年１月、イトウ秀雄氏により設立された基

金で、今年で６年目を迎える。イトウ氏の基金募集の

趣旨に賛同した協力者は４００を超える個人・団体に

のぼる。入学祝金は、学部に今春入学した留学生全員に一時金として１万円が支給される。

贈呈式でイトウ代表は「皆さんの目のかがやきをいつまでもなくさないよう是非、目標を達成し、勉強、

友人づくりに励んで欲しいと」挨拶し、祝金を留学生一人一人に手渡した。

留学生を代表して、国際関係学部の涛利さんが「私達留学生は様々な夢を持っています。その夢を果たす

ために一生懸命頑張ります。また多くの方々から優しく、温かく見守っていただき感謝しています。私達は

その期待に応えるためにも日々努力します。」と感謝の言葉を述べた。

「日本平留学生寄金」入学祝金贈呈式

薬学部医薬生命化学教室の武田厚司助教授が第21回薬学研究奨励財団研究助成金を受賞した。研究課題は

「脳神経系における遷移金属の動態と作用解析」である。本助成金はわが国自然科学、特に薬学および関連

諸分野の発展に多大の貢献が期待される研究者に贈呈されるものである。贈呈式は平成13年3月末に行われ

た薬学会年会に先立ち札幌にて挙行された。

受賞

５月３日、静岡大学で開催された第１８回静岡県大学高

専柔道春季優勝大会において、８０kg超級クラスの個人戦

に出場した川俣幸一君（大学院生活健康科学研究科　人体

生理学研究室　博士２年）が見事に準優勝しました。今後

のより一層の活躍を期待しましょう。

川俣君　準優勝！

24
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平成１３年４月２８日経情棟にて第２回「みど
りの交流会」が行われました。この交流会は、経
営情報学部内の交流を深めようという、目的で行
われるイベントであり､学部長の小林みどり先生
の名前と祝日のみどりの日にちなんで命名された
ものです。
豪華景品が当たるという触れ込みと、みどりの

交流会運営スタッフの懸命の広報活動により、参
加者数は学部生､教員、OB合わせて昨年を上回る
97名となりました。参加者はまずランダムに１０
個のテーブルに振り分けられました。他学年の学
生や先生、OBが一つのテーブルに座ることにな
り､最初のうち、入学して間もない一年生はやや
緊張した顔つきでした。
式の初めに、オープニングセレモニーとして学

部長の小林みどり先生から「みんなの力を合わせ
て県立大学経営情報学部を日本一の学部にしてい
きましょう」という言葉をいただきました。この
ような気持ちをもって本学で働いている先生がい
ることに私たちは大変勇気付けられました。
次に湯瀬ゼミ主催の「一般常識クイズ」が行わ

れました。これは一つの質問に対する答えを、各
グループごとに考え、一番多くのグループが考え
た答えと一致した答えを出したグループに得点が
加算されるというゲームです。例えば「スパゲテ
ィといえば何？」との質問に「ぺペロンチーノ」
と答えたグループが１つ、「カルボナーラ」と答
えたグループが3つ、「ミートソース」と答えたグ
ループが6つであった場合には「ミートソース」
と答えたグループに得点が加算されます。
質問は「ヒーローといえば誰？」、「おいしいお

茶の名前といえば何？」などバラエティに富んだ
ものでした。中には「経営情報学部の先生方で怖
そうな先生方は誰？」という際どい質問も出さ
れ､参加者の頭を悩ませていました。クイズが進
行するにつれ各テーブルの会話も盛り上がるよう
になり、学生､先生ともども世代間のギャップを
痛感しながら答えを熱心に考えていました。１０
問の問題が出題されたのですが、前問正解のグル
ープの２チームに図書券が贈呈されました。
一般常識クイズに続いて､「経情ウルトラクイ

ズ」が北大路ゼミ主催で行われました。これはい

わゆる○×クイズで､「経営情報学部棟で一番広
い教室は４３１６教室である。○か×か？」､
「経営情報学部棟にはシャワー室がある。○か×
か？」、「経営情報学部には４年生だけで１０人を
超える大所帯のゼミがある。○か×か？」など、
経営情報学部に関係する問題が出されました。経
営情報学部に精通していなければ答えられないよ
うな質問が多かったのですが､正解者が多く勝ち
残り、参加者の学部に対する思い入れを垣間見た
ような気がしました。
２０問ほどの問題を出して勝ち残った優勝者は

なんと､入学して間もない1年生の手塚和旨君とな
りました。優勝者､正解多数者には商品が渡され
ました。
クイズも終わって一段楽したあと、懇談会とな

りました。食べ物と飲み物が用意され、運営に全
面的に協力していただいたAVL委員会のBGMのも
と、和やかな話し合いが行われました。同じ学部
内であっても普段話す機会のない人は多いもので
す。テーブルをランダムに振り分けたこともあ
り､交流会が始まってすぐの段階では緊張してい
た参加者も､会が進行するにつれ打ち解けてきて､
他学年の学生や先生方と話している場面も多く見
受けられ、先生方の授業のときに見せる姿とはま
た一味違った一面を見ることができました。
３０分間ほどの懇談会のあと､最後はお約束の

北大路先生のリードによる「経情一本締め」が行
われ交流会は終了となりました。わずか２時間ほ
どの交流会でしたが､他の学生、OB､先生方など学
部内のさまざまな人との交流がなされ、大成功の
交流会となりました。

「みどりの交流会」
経営情報学部経営情報学科４年 伊藤　志興
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隠れた偉人・杉山源作博士
杉山源作博士といっても、いまその名前を知る人

はいない。兄の杉山彦三郎は、『やぶきた茶』生み
の親として有名であるが、その実弟である。源作氏
は当時の有度郡中吉田村（現在の静岡市中吉田）十
二番地に醸造業杉山源左工門の次男として万延元年
（１８６０）に生まれている。明治維新の八年前だ。
いまも『杉山酒店』がある。
明治十二年、大学南校（東京帝大の前身）に入学

し、卒業後静岡で開業。研究心を抑えがたく、明治
二十三年に３０歳でベルリンの医科大学に人り、二
十七年に卒業し、『ドグトル・．メジチーネ（医学
博士）』の称号を授与された。同大付属病院に十二
年勤務したが、『日露戦争』で中立国ドイツに収容
されていた日本人捕虜の送還と防疫業務に従事し、
三十九年に帰国した。勲六等瑞宝章を下賜されたの
は、このときの功績によるものである。

郷里のために奨学金
たまたま帰国途中の船に乗り合わせた『南洋の王

様』の治療をしたため、請われてその南洋王室の侍
従医となった。この決定に兄彦三郎は反対しだが、
南洋との関係を重視していた小村寿太郎外相のたっ
ての頼みによるものであったという。
三年の契約期間終了後、静岡市紺屋町、のち東京

に移り神田淡路町で開業し、大正二年（１９１２）
東京で病没した。５４歳。郷里中吉田の『普済寺』

に葬られたが、のちに国吉田の養鶏業山本彦次郎氏
が実父にあてた源作氏からの手紙を見つけ、６０年
ぶりに源作氏の墓を掘りおこしたところ、『是はこ
れ勲六等ドクトル．メジチーネ杉山源作の遣骸なり、
堀り賜わば、燐みて埋めたまえ。』という石碑が出
てきたという。源作氏は生前から郷里中吉田一帯の
児童のために奨学金を贈呈し続け、戦後もその基金
は続けられたが、のちに中吉田公民館設立資金に充
てられたという。
その後、杉山家は墓地を整理し、現在彦三郎・源

作両氏の墓は、桃原寺に移っている。
いずれにしても、県立大学のすぐ近くに、こうし

た『隠れた偉人』がいたことを広く世に出したいも
のである。そのことを郷土史家小林隆二氏（中吉田）
がいまも研究なさっているのも嬉しいことである。

（国際関係学部教授・高木　桂蔵）

写真は普済寺、右は県立美術館・県立大学前駅




